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いそがわゆか市議会だより

令和2年（2020年）の幕開けとなりま
したが、皆様いかがお過ごしでしょうか。

平成7年（1995年）に“市民目線で活
動する議員を市議会へ送り出し、市政に参
画しよう”そんな市民の想いから生まれた
１００%市民派・無党派の『吹田いきいき
市民ネットワーク』は今年で、25年を迎
えます！これもひとえに、市民の皆さまの
活動に対するご理解の賜物です。

この２５年間、『見える政治・わかる政
治』をモットーに議員活動を行い、その
結果を毎定例会後、「議会だより」で発信

しています！政務活動費・議員報酬の使い
道もすべてオープンにしています。

いそがわ ゆか は引き続き、市民の皆様
の自由と権利が尊重された「市民のための
市政」＝「市民本位の市政」の実現に向け、
全力で取り組んでまいります。

市政に対するご意見やご相談のある方は、
ぜひご連絡ください。
なお、事務所への電話は、平日10時から
15時になっております。それ以外の時間
は、メールにてお受けしております。

『市民力』、そして『広がるネットワーク』が「吹田いきいき市民ネットワーク」
の原点です。今年も市民パワーで、市政に変革を起こしていきましょう！

令和元年（２０１９年）11月議会の報告及び活動報告です。

いそがわ ゆか（五十川有香） 連絡先
吹田市役所控室：〒564−8550 吹田市泉町1−3−40
TEL 6384−1390 FAX 6337−6858
事 務 所：〒565−0831
吹田市五月が丘東9−12−102
TEL 4864−2874 FAX 6878−1452
Eメール：510yuka.suita@gmail.com
URL : https://isoyuka.net

各種SNSも配信中！
Facebook :いそがわ ゆか 吹田いきいき市民ネットワーク

Twitter： いそゆかsuita
mobile.twitter.com/suita59386701
Amebro: https://amebblo.jp/yukasuita/
LINE: line://ti/p/@hup9604g

HPのQRコードはこちら→

吹田市の水道料金引き上げについては、長年の懸案
事項であった水道施設や管路の耐震化や老朽化への対
応等の必要性が高いことや災害時でも安定して水を
供給するための応急給水設備の整備等のため、利用者
負担は増えますが、人々の命に欠かせない安全安心な
水の供給を今後も続けるためにもやむなく賛成といたしま
したが、以下、意見を申し上げました。
【五十川意見】人々の命に欠かせない水の
安定供給のためにも、必要な料金改定で
あることは一定やむを得ないとして受け
入れざるを得ない。しかし、自治体によって違う
水道料金の府内においても低廉な料金をこれまで固
持していた吹田市として、市民負担が増えることに
対する重みを十分に受け取り、国への制度改正の要
望を含めた今後の財政確保策と企業経営努力をより
一層行い、将来世代への負担を極力増やさないよう
最善の努力をすることを求める。また、市民に説明
を尽くす際は、経営者として水道管理者自らが出向

き、先頭に立って行い、市民理解を十分
に図るよう強く求める。

【課税証明書発行におけるコンビニと窓口発
行との間に設けた料金格差は不公平では⁉】
【五十川】課税証明書について、来年度からマイナ
ンバーカード持参の方のみコンビニ交付が可能とな
ります。その発行手数料について、窓口での交付手
数料とコンビニでの交付手数料に差をつけるといっ
た条例提案がなされています。（窓口250円、コン
ビニ200円）窓口とコンビニの証明書交付による受
益者負担として公平でない手数料を提案される法的
根拠、その必要性と許容性は？
【税務部】

裁量の範囲内で決めるべきと考えている。また、
算定については、吹田市使用料、手数料及び自己負
担金改定に関する基本方針に基づいており、受益と
負担の公平性の確保がなされたものと考えている。

2020年1月

［11月定例会議案より：吹田市の水道料金、4月より値上げへ。
課税証明書の利用者の間に不公平な手数料設定については反対！］

受益者負担の原則という立場からしても、課
税証明書の手数料において、発行場所が違う
だけで格差がつくのは不公平と言わざるを得
ません。



［こどもSOSカード（いじめ対策）の有用性について］

［福祉審議会→社会福祉審議会へ。市民委員の減少は中核市移行の弊害では？］

【五十川】中核市移行に伴い福祉審議会をはじめ福祉施
策関係の各審議会等が廃止され、社会福祉審議会に統合
され、その他は専門分科会とするとの提案がされている。現
行の福祉審議会の審議内容と社会福祉審議会の審議内容
の違いおよび各審議会委員にご意見等は伺ったのか。

【福祉部】社会福祉審議会においては、社会福祉法第７
条の規定により、中核市に設置が義務づけられている。分
科会は、社会福祉法第11条第２項を根拠に設置する。中核
市移行に伴う現行の審議会等の変更点に関しては、それぞ
れの審議会等を担当する所管において、会議の場などで各
委員に説明した。福祉審議会においては、各審議会の位置
づけの相違点についてご意見を頂いた。

【五十川】変更案は、社会福祉審議会に公募市民がい
ないが、市民委員を委嘱している市も複数ある。吹田市
においては、自治基本条例第19条、吹田市審議会等の設置
及び運営に関する指針にも、積極的な公募の推進を自身で

定められている。市として社会福祉審議会も引き続き他の
分科会同様、公募市民委員を委嘱すべきではないか。

【福祉部】審議会の運営に関しては、市民の視点からの
ご意見やご提案を含め、それぞれの福祉分野において重点
的な議論を進めていただきたいと考えている。分科会の正
副分科会長を中心に構成する社会福祉審議会においては、
専門部会で得られたご意見や審議の結果等を共有するとと
もに、より専門的な見地からご議論いただくことで、本市の
福祉施策が一層推進されるものと考えているので、市民か
らのご意見につきましては分科会で頂戴すると考えている。

【五十川】SOSカードを配布した児童・生徒への配付方法と、
これらを受け取った児童や生徒の反応は把握しているのか。
また、はがきの内容をみると、受け取った子供たちからは、こ
の内容が市長に届いてどうなるのかが見えない。なぜ記載を
しなかったのか。また、既に相談等はきているのか。
【教育監】可能な限りシンプルな内容にした。案内文を添え
て10月下旬に、各学校の担任から児童・生徒に配布した。なお、
配付時の児童、生徒の反応については把握していない。
【市民部】本年11月末現在で約１００通カードは届いている。

【五十川】届いた中で、緊急対応の必要な内容はあったので
しょうか。その１００通の具体的な対応はどうしているのか。
【市民部】こどもＳＯＳカードの内容につきましては、多岐に
わたりいじめに関することだけでなく、学校生活や家庭での悩
み等も多くあった。人権平和室に届いたこどもＳＯＳカードにつ
いては、それぞれの内容に応じて子供の人権を守る立場から、
慎重かつ適切に対応していきたいと考えている。

〜防災行政＝総合行政として位置付けるべきでは？〜
【五十川】 全国市長会主催の都市問題研究会での広
島市の取組みのなかに、「防災行政＝総合行政」として、
危機管理課を部として位置づけたことによる災害時の
成功例が紹介されていた。本市においても同様に危機
管理室を部として位置づけ、全ての施策において災害
時等の視点を盛り込み、災害対応や防災意識を高く
持った職員体制を構築する必要性は高いと考えるが、
検討されてはいかがでしょうか。市長の防災行政の充
実に向けた組織体制構築の考えは？
【市長】 全ての部局が平時から災害対応に対して責任
を持つ平時分散・有事集権型（市長造語）の危機管理
体制に移行すべきと考えており、本市も今その段階に
近づいていると考えている。庁内分散型、有事の際に
は中央集権型。それが適切であると考えている。
〜公園整備等にも防災の視点を入れるべきでは？〜
【五十川】 現在、吹田市の公園整備等に向け、パーク
マネジメントを実施しているが、災害時の対応の想定に
ついても検討しているか。取り入れるべきではないか。
【土木部】パークマネジメントにおいては、災害時の対
応について検討していないものの、公園は都市部にお
ける貴重なオープンスペースであり、求められる役割、
ニーズはさまざまであるため、公園における防災機能
の必要については認識している。

〜防災会議の市民参画の必要性について〜
【五十川】 吹田市の防災会議の委員には、25もある地
区自主防災組織の方々は入っていません。また、この
会議自体、議事録等も非公開とされているため、防災
計画をつくる段階において自主防災組織等市民からの
意見は反映できているかは不透明な状況です。
広島市においては、各地区の防災組織の代表者が防
災会議に参加をして地域の現場の声を防災計画等に
生かされている。昨年度の災害時の吹田市の反省から
も防災会議において市民意見を入れることの必要性は
高く、会議の議事録公開等の透明性もあわせて、防災
会議体制の見直しを求めるがいかがか。
【危機管理監】 今後、防災施策の推進における市民参
画のあり方について、検討してまいりたいと考えており
ます。また、防災会議の傍聴や議事録の公開など、透
明性についても検討していきたいと考えている。
【五十川】以前から必要性を指摘してきたが、ようやく先
日、自主防災組織同士の
意見交換会が開かれた。
今後の展開については？
【危機管理監】引き続き、
情報交換のできる場を設定
することを検討している。

吹田市の災害体制の実態は？防災と市民参画について

分科会も同じ社会福祉法の規定の中で構
成されているにもかかわらず、社会福祉審
議会には入れないが分科会委員には公募
市民委員が入ることができることに整合
性がとれない。市民参画の充実を！

対応のための仕組みがこのカードの本当の意味が問われ
る。子どもの人権を守るために有用となるよう改善を！



「市民と歩む議員の会」会派議会報告会！
日時：2月1日（土）18時半〜20時半
場所：千里山コミュニティセンター
参加費なし。
いそがわ ゆか は市議会内において、同じ無所属の

議員、お２人と会派を組み議会活動をしているところで

すが、その報告会を実施!
引き続き皆さまからのお声をお待ちしています。

【平成３０年度決算を不認定としました】
以下、会派代表として述べた意見（抜粋）です。

平成３０年度の日中活動重度障害者支援事業および災害
時の箕面市のごみを無料で処理したことについて共通するこ
とは、法律による行政をないがしろにしていることです。
「法律による行政」とは、日本国憲法の各規定等が要求して
いるものであり、それは、行政の恣意的な運用を防止し、国民
の権利等を守るためです。つまり、行政は、国民や市民の権
利を守るため、行政機関独自の判断で行われてはならず、当
然、国民、市民の代表である議会が定めた法律に従ってのみ
行わなければならないということです。
しかしながら、日中活動重度障害者支援事業の場合は、予
算査定の段階において、年度途中から制度を変えることを前
提でありながら暫定的として従来の予算要求を是としたことに
ついては、地方財政法に抵触する可能性が高い。
また、箕面市のごみ無償受け入れについては、当該ごみ受
け入れの根拠とする北摂間の相互協定に法的根拠はないと
市自ら認めておられます。さらに、箕面市へ費用負担を求め
ていない点については、地方財政法に抵触する可能性が非
常に高いこと。
以上から、平成３０年度の一般会計決算については認

定できません。

いそがわ ゆか活動記録（抜粋）（詳細はSNS等にて）

〔11月〕
１日 蔵出しワインバーin中津

（ｴｺｲﾍﾞﾝﾄﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加）
２日 北千里・西山田文化祭
３日 文化祭・だんじり祭り
５日 決算委員会（総括）

６−８日 全国都市問題研究会研修
（鹿児島県霧島市）

９日 地域防災訓練／
子どもの貧困対策の講座

１１日 防災・減災特別委員会
１２日 くいしんぼ会
１３日 なんでも市民相談日

１４日 福祉ネットワーク会議
１６日 山一認定こども園記念式等
１８−２５日 議会だより作業
１９日 防災公園視察（高槻市）
２２日 環境審議会
２７日 本会議（提案説明）
２８日 議会広報委員会
２９日 近畿弁護士会シンポ(奈良)
３０日 地区防災委員会等

〔12月〕
４−６日 本会議（質問等）
９−１３日 本会議・各常任委員会
１４日 紫金山みどりの会

１５日 防災アトラクション
１６日 予算常任委員会(討論採決)
１７日 いきいきバザー
１９日 本会議 （討論採決）
２０日 ウェルネス住宅内覧会
２１日 子どもの権利条例等講座
２３日 なんでも市民相談日

/ごみ問題学習会
２５日 防災・減災特別

委員会勉強会
２７日 こんにちは訪問等
２７日ー１月５日
〜事務所お休み〜

なんでも市民相談日♪
開催日:2月5日(水)/

３月２５日(水)/４月１６日(木)
（いずれも10時から15時）

事前予約なしでもOKですが、予約の方優先です。
一度、事務所へお問い合わせください。（なお、
公務等の都合により変更の場合もあります。その
場合は、いそがわ HPやSNS、事務所前掲示にて
お知らせします。ご了承くださいませ。）

第14回いきいきリユースバザー♪
日時：３月２４日（火）10時から14時
ところ:いきいきステーション

（住所:五月が丘東9−12−102）
※出店をご希望の方は、
事務所へお問い合わせください！

エコな暮らしのためにもリユース品の活用は
とても大切なことです♪
散歩ついでに、ぜひお立ち寄りください＾＾♪

いそがわ ゆか プロフィール
★1986年 京都市生まれ 五月が丘在住
★2005年 同志社女子高等学校卒業
★2009年 同志社大学社会学部社会福祉学科卒業
★2009～2015年 尼崎市 勤務
★2015年4月吹田市議会議員初当選
★2019年4月吹田市議会議員２期目当選
◎市民活動・地域活動等
（公財）千里リサイクルプラザ研究員/すいた市民環境会議/

千里竹の会/吹田自然観察会/紫金山みどりの会/せせらぎ
花の会/新小川花の会/マンションライフを考える会/孫子老/
市民ネットすいた/平和なまちづくりＮＷ/おのくん里親の会/
子育て広場等/手話サークル『風』/地域コミュニティを考え
る会/五月が丘地区防災委員・福祉委員、自治会副会長/
関西若手議員の会/近畿市民派議員の会
◎資格・経験
ケースワーカー・訪問介護員
養成研修２級課程修了（ホームヘルパー2級）
高等学校教員免許公民科・福祉科

憲法ってなんとなくは知っているけど…という
方が多いのではないでしょうか？憲法の仕組みな
どについてあらためて気軽に学びませんか？

「檻の中のライオンin吹田」
講師：弁護士 楾 大樹先生
日時：2月16日(日)10時から12時半まで
場所：府営住宅佐竹台第一集会所
参加費：1,500円（予約優先）高校生以下歓迎！
主催：コドモトオトナ
いそがわ オススメ講座です！是非ともご参加くだ
さい（Facebook等のSNSに掲載。）



〈２月定例会の日程予定〉
２月２０日 本会議（提案説明）
２月２７日−２８日 本会議（一般質問）
３月 ２日−   ３日 本会議（一般質問）
３月３日−10日 各常任委員会
３月１７日 予算常任委員会

（討論・採決）
３月２３日 本会議

（討論・採決）

〔傍聴のご案内〕
２月定例会の一時保育対象日は、
２月２７日〜3月３日・２３日です。お申込みは、
対象日の3日前まで。
詳しくは議会事務局まで問い合わせください。

なお、手話通訳派遣についても
議会事務局にお問い合わせください。
（議会事務局TEL：06−6384−2644

FAX : 06−6338-0920）
（※吹田市の議場は特定天井です）

事務所活動費内訳 （円）

収入

10月-12月
合計 1,400,120

前月繰越金 2,189,187

合計 3,589,307

支 出

事務所家賃等 261,330

水光熱費 18,297

通信費 39,195

印刷費 63,180

活動費 151,083

交通費 43,394

事務雑費 45,027

人件費 94,000

合 計 715,506

繰越金 2,873,801

（円） 10月 11月 12月

収入

報酬 650,000 650,000 650,000

期末手当等 0 0 1,882,247

合計 650,000 650,000 2,532,247

支出

所得税 56,470 56,470 415,007

住民税 64,600 64,600 64,600

国民年金 16,760 16,760 16,760

国民健康保険 80,000 80,000 80,000

互助会会費 6,500 6,500 6,500

会費 600 0 0

生活費 300,000 300,000 800,000

事務所活動費 125,070 125,670 1,149,380

合 計 650,000 650,000 2,532,247

《会計報告（2019年10月〜12月》

★私たちは、
ボランティアの
皆様に支えられ
て活動して

います★

だより配布、折込作業の
お手伝いをして頂ける方
を大募集しています！
どの地域でも、何枚からで
も結構です！
ぜひ、ご連絡ください‼!
また、カンパもお待ちして
います。
郵便振替
920−4−331276
いそがわ ゆか応援団

市長から提案された議案等（予算、条例、国や府への意見書）のうち、賛否の分かれた議案は以下の通りです。（※地方
自治法第99条 普通地方公共団体の議会は、当該普通地方公共団体の公益に関する事件につき意見書を国会又は関
係行政庁に提出することができる。）個人賛否は以下の表のとおりです。

なお、３については、意見書という形は地方自治法の趣旨にそぐわないとして反対しました。

賛成者◯ 反対者× 退席者 退

１ 認定第３号 平成30年度吹田市一般会計歳入歳出決算認定について 賛成 １９ 反対１６ 認定

２ 議案第１２３号 吹田市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 賛成 ２５ 反対１０ 可決

３ 市会議案第13号 香港における人権と民主主義の確保に向けた対応を求める意見書賛成 ２６ 反対 ９ 可決

４ 市会議案第15号 刑事訴訟法の再審規定の改正を求める意見書 賛成 ２３ 反対１２ 可決


